
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新年明けましておめでとうございます。皆様におか

れましてはお健やかに佳き初春をお迎えのことと心よ

りお慶び申し上げます。旧年中は弊社に対しまして格

別のご愛顧を賜り厚く御礼を申し上げます。 

 昨年は、国内外で新しいリーダーが選ばれました。

しかしその態勢や課題は大きく異なっています。米国

のトランプ次期大統領は争臣を持たず、SNSの“X”を

運営するイーロン・マスク氏らを起用し独裁体制を築

こうとしています。逆に我が国では「政治とカネの問

題」の後始末にしくじった少数与党の石破総理大臣は、

政党間の協議に追われ政策決定に時間を要します。SNS

を駆使し出直し選挙で再選された齋藤兵庫県知事も選

挙違反の疑いで順風満帆の再スタートとはなっていま

せん。いずれにしても暴走や停滞、混乱だけは避けて

いただきたいのが私たちの切なる願いではないでしょ

うか。 

 論語に「由らしむべし、知らしむべからず」という

言葉があり、人民を為政者の施政に従わせることはで

きるが、その道理を理解させることはむずかしい。転

じて、為政者は人民を施政に従わせればよいのであり、

その道理を人民にわからせる必要はない。と解釈され

旧い政治のあり方として引用されてきました。しかし

昨今では国民の誰もがスマホを片手に特段の制約もな

く、玉石混交の情報がリアルタイムで SNSに拡散され

る時代となると、ヒエラルキーの頂点に立っていると

思っている為政者や経営者こそ、現実や現場を知らし

められず、由らしめられない危機的な状況になってい

ると言っても過言ではないかも知れません。 

  

 「大将というものは敬（うやま）われているようで、

その実家来に絶えず落ち度を探られているものだ。恐

れられているようで侮（あなど）られ、親しまれてい

るようで疎（うと）んじられ、好かれているようで憎

まれているものじゃ。」 

  

 これは百年以上に及ぶ戦国時代を終わらせ、260年 

 

 

 

の江戸幕府を開いた徳川家康が晩年に残した『大将の

戒め』です。胸に刺さる厳しい言葉ですが、それでも

リーダーは襟を正し自我・私利を抑え、前を向いて明

るく幸福な未来へ人々を導いていかなければなりませ

ん。 

 昨今のように想定外のパンデミックや紛争が続くと、

大将は足元ばかり見がちで長期的で本質的な視点を持

てなくなりがちです。「社会課題の解決」と聞こえは

良いですが、ソリューション（問題解決）は対症療法

に過ぎません。あるべき姿をしっかり描き、発展のた

めのエボリューション（進化）にも取り組むべきだと

思います。いよいよ四月から大阪で万国博覧会が開催

されます。世界中から人ばかりでなく文化や技術、ア

イデアや感性が集結します。それらのリアルな融合か

ら生まれる化学反応が、ワクワクするような進化への

出発点となることを期待しています。 

 年始早々、随分と尊大なことを申し上げましたが、

自己への訓戒として書き記した次第です。今年も尚一

層、皆様のお役に立てるよう少しずつでも研鑽を積み

重ねて参ります。何卒変わらぬご指導ご鞭撻を賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。 

 令和七年は乙巳（きのとみ）です。「乙」は越冬し

た草花がしなやかに伸びようとする様子を表し、「巳」

は蛇にあてられて脱皮し蘇ることと強い生命力を持つ

ことから不老長寿や豊穣を象徴する生き物として尊ば

れてきました。陰陽五行でも、十干の乙は陰の木、十

二支の巳は陰の火で、相生(木生火)となり、平和的で

協調性が高く、柔軟性と適応力に優れ、新たな挑戦に

よって進化と成長のチャンスが広がる年と言われてい

ます。令和七年が皆様にとりまして幸多く健やかな一

年となりますよう心よりお祈り申し上げます。そして

変わらぬご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。 

  

 
 

2025 年 
1 月 1 日 

【 謹賀新年 】 

 

  代表取締役社長  

松本 將 
 



by

〒543-0051 大阪府大阪市天王寺区四天王寺1丁目5番47号　　TEL.06-6774-2338　FAX.06-6774-2234

２０２５年

Ｎｏ．

510-1
１月発行

ヨド物置　エスモ  ESF型
本体新色「ブラック」を５機種限定で新発売。
さらに、ブラック・エスモ限定の扉色として
「ウッディマロン」を追加しました。

機能性・意匠性に優れた
エキスパンションジョイントカバー構成部材は、
それぞれユニット化されているので、
取付時には固定用の穴加工が主な作業になり、
施工時間は大幅短縮が可能です。

建物用エキスパンションジョイント
カネソウ 株式会社

株式会社 淀川製鋼所

株式会社 サンポール
SUS/ アルミ手すりシリーズ
SUNLEAD サンリードＳ型
施工性・安全性を担保した設計の手すりシリーズ
階段・スロープでの誘導・移動動作の
補助設備として使用が出来ます。

◎サンリードの優れた特徴3選
★高強度ステンレス製ブラケットであり、スリムなデザイン
★施工性・効率UPによるブラケットの落下防止を考慮
★手に触れる箇所にはボルト・ネジのない安全設計

木造建築にも使用が可能です。
フレームを付属のタッピングネジで
木下地に固定することで容易に取り付けできます。

ヨドコウならではの高級印刷鋼板による木目調扉と
シックで高級感のある本体色です。

ステンレス製
材質 /ビーム・支柱：ステンレス (SUS304)
　　　ブラケット：ステンレス鋳物 (SCS13)
仕上 / ビーム・支柱：バフ研磨 #400
　　　ブラケット：電解研磨Ｓ型フロント２段 治水･水処理施設

ビームカバー
（AAS 樹脂）

ブラケット
（ステンレス鋳物）

ボルト固定ではないため
施工性アップ 

３枚扉で大きく開いて商品の出し入れがしやすい。
さまざまな形の荷物の収納に対応可能な自由に配置できる分割棚。 

・ＳＸシリーズ
　（ステンレス製）
・ＡＸシリーズ
　　（アルミ製）

※ご注文の際は「木造建築用」と、ご指示ください。
「木造建築用」の場合、タッピンねじが付属し、
ナイロンプラグは付属しません。

木指定色に対応可能。
造建築の風合いに合うよう、カバーに塗装が施せます。

詳細情報

詳細情報

動
画
配
信
中



当社では令和2年度・令和4年度の同賞受賞後も製品安全の向上に努め、今回は以下「受賞のポイント」に挙げる項目を特にご評価
いただきました。今後もこれまでの取組みを維持しつつ、ゴールド企業として更なる製品安全の向上を目指し、お客様に当社製品を
安心・安全にご使用いただけるよう、社員一同尽力して参ります。

第18回  製品安全対策優良企業表彰（PSアワード）
中小企業  製造事業者・輸入事業者部門

経済産業大臣賞を受賞
マツ六は第14回（令和2年度）、第16回（令和4年度）に続く3度目の受賞であり、
これを受けて「製品安全対策ゴールド企業」に認定されました。

再生可能な製品を回収し、部品交換や再塗装などによる補修を行い、検査によって安全性が確認できた
ものを再利用に供するという「モトエプロジェクト」を積極的に推進している。補修過程では製品の劣化
傾向を分析し、新規生産品において設計変更を行うなど、製品改良にもつなげている。これらの活動に
より、製品安全とサーキュラーエコノミーの両立を実現している。

モトエプロジェクトによる製品安全とサーキュラーエコノミーの両立

製品の設計から生産、梱包、顧客からの問い合わせやクレーム情報までに至るあらゆる情報を商品情報
データベースに一元的に集約し、検索性を持たせることで、新規開発品における不具合の再発防止や、
万一の事故発生時における同様の事例の発生状況の確認などを可能とする仕組みを継続的に推進し
ている。

製品安全に関する情報の一元管理の継続的な推進

製品を利用する介護事業者に向けた定期的な講習会や、施工業者に向けた誤施工防止の研修会、製品
事故実態の把握に向けた産学官での共同研究、高齢者の多い自治体における誤使用防止を呼び掛け
るイベントへの参加、SNSを活用した双方向のコミュニケーションなどを通じ、自社を取り巻く多様なス
テークホルダーと連携し、製品安全文化の構築に向けた活動を行っている。

多様なステークホルダーと連携した製品安全文化の構築

受賞のポイント

つかうなおす

つくる

謹賀新年2025
旧年中は格別のお引き立てを賜り
誠にありがとうございました
本年もよろしくお願いいたします

年賀ムービーを公開！
新年のごあいさつとして、マツ六Webサイトにてショ
ートムービーを公開しています。ぜひご覧ください。
※ショートムービーは1月1日からご覧いただけます。

▶▶▶https://www.mazroc.co.jp/
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「作業療法士からみた住宅改修」、「理学療法士からみた手すリハ」を交代で
それぞれの視点から、専門的な知見を踏まえお伝えするコラムです。

作業療 法士

住 宅 改 修
からみた

社会・生活環境研究所
作業療法士
二級建築士

山田 隆人

～過去から現在そして未来へ～

建築から見る

Salone del mobile 2024 -part4-
（イタリア・ミラノ）

デザイン紀行

図１）高齢者の外出

　我が国における軽度認知障害（MCI）を有する高齢者数は急速に増加し、
今年2025年には高齢者の5人に１人が認知症になると推計されています。
軽度認知障害（MCI）の方は、認知機能が正常な高齢者と比べて転倒リスク
が増加します。記憶障害がなく遂行機能障害がある非健忘性MCIの方でも
転倒リスクが増加していることから、遂行機能障害が転倒リスクを増大させ
ていることが知られています１）。
　認知症における疾患別の転倒発生率は、アルツハイマー型認知症47％、
血管性認知症47％、レビー小体型認知症77％、認知症を伴うパーキンソン
病90％とされています。認知症のある人は、ない人と比べ、転倒による骨
折、特に大腿骨頸部骨折が多く、骨折による入院のリスクが高く、在院日数
も長く、死亡率も高いことが明らかにされています１）。
　アルツハイマー型認知症では、ファンクショナル・リーチ・テスト（FRT）や片
脚立位時間の測定などから、バランス機能が早期から低下し、認知機能の低
下に伴って歩行能力・筋力が低下するとされています。MCIでは歩行速度の
低下、歩行のばらつきの増大、バランス機能の低下が知られています。MCI・
アルツハイマー型認知症でのサルコペニアの有病率は、12.5％、23.3％と、
認知機能正常者の8.6％に比べると高いことが示されています１）。
　これらから、認知機能障害は転倒の危険因子となっていることがわかりま
す。転倒を予防するには、MCIなど認知機能の変化や低下や歩行速度の低

下がみられた場合に、転倒予防の取り組みを始める必要があります。
　その取り組みとしては、手すりの設置や段差の解消などの環境因子を調
整することが挙げられます。
　また、高齢者の主観的認知感の維持に、高齢
者のゴミ出しを近隣の高齢者が手伝うなどの生
活支援の実施が影響を与え２）、高齢者の主観的
幸福感の維持には自治会への加入意欲、社会参
加していることが影響３）するのが分かっていま
す。更に、通いの場に参加する地域高齢者は、外
出行動（図１）が自己効力感を向上させ、フレイ
ルを予防することが示されています４）。
　これらを踏まえると、高齢期における社会参加の機会を持つことが認知
機能の維持につながり、結果的に転倒の予防となることが推測できます。

参考文献
1）杉本大貴：軽度認知障害および認知症における転倒の実態：疫学データ，日本転倒予防学会誌，10，37-43，
2023

2）土谷瑠夏，田口敦子，大森純子，村山洋史：地域在住高齢者の生活支援の担い手となる意向および実施と主
観的認知機能低下の関連，日本地域看護学会誌，27（2），14-22，2024

3）大杉紘徳，安齋紗保理，柴喜崇：高齢者の自治会への参加および社会参加と主観的幸福感との関連，ヘルス
プロモーション理学療法研究，12（3），117-124，2022

4）木下貴文，中川敬汰，甲田宗嗣：地域高齢者における外出に対する自己効力感とフレイルとの関連性につい
て：横断的観察研究，理学療法やまぐち，2，1-7，2024

認知機能は転倒と関連。
転倒予防は社会参加の維持・継続から！

ミラノサローネでも多く見られたのが、収納を活用したインテリアです。
日本では、収納というと住宅設備の一部のような位置づけですが、イタリア
では収納は家具として捉えられています。
インテリアは時代や住まう人の成長に合わせて変化しつづけるので、それに
合わせて柔軟に対応していかなければいけません。

ミラノサローネで展示されていた収納は、
空間の中心に配され、パーティションのよう
に間仕切るものや、壁面を彩るものなど、日
本ではあまり見かけないデザイン性の高い
ものがたくさんありました。
パーティションのように空間を間仕切る収
納は、空間構成を自由自在に変化させるこ
とができ、壁を作らなくとも、新たな空間を
生み出すことができます。日本も思い返せ
ば、襖や障子、押入れで空間を間仕切り、一
つの空間を何通りもの用途として使用し、

生活していました。昼は居間だった空間が、ちゃぶ台を出せばダイニングに。
押入れから布団を取り出せば寝室。お正月などの親戚が集まるときは襖を
あけ、大きな空間に。
これからの既存住宅の活用においても、間仕切る、仕舞うための「収納」がポ
イントとなっていきます。

今回のテーマは、収納。
ヨーロッパでは中世の建物を今もなお、住宅や商業施
設として使いつづけています。中世の頃から建物の大
きな枠組みや外観はそのままに、中身（インフィル）は
時代や、そこに住まう、または利用する人のライフスタ
イルに合わせ変化しつづけ、現在に至るまで受け継が
れてきました。ヨーロッパの人々にとっては、既存建物
の活用が習慣化されているのです。
近年の日本の建築市場においても新築着工戸数が減
少しつづけ、既存建物・住宅の活用が次なるキーワー
ドとなっていきます。
そこで参考にしたいのが、ヨーロッパのインテリア実
例です。
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弊社では、月間で最も優秀な成績を残した社員を『月間ＭＶＰ』として表彰しています

月間ＭＶＰは
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金物建材営業部　大阪支社
参事　座覇　賢太（平成２４年入社、令和６年より現職）

弊社は健康経営に取り組んでいます。

この時期、正月太りが気になる方も
いるのではないでしょうか。正月太り解消の
ためには、座る時間を積極的に減らすことが
大切です。お餅１個分のエネルギー約100kcalを
消費するには、軽い散歩30分、自転車20分等の
運動時間が必要です。活動量が少ない時は
食べる量も調節してみましょう。

この度は、11月度月間ＭＶＰに選出していただき、
誠にありがとうございます。これもひとえに、
御得意先様、仕入先様、大阪支社をはじめ、
関係部署の皆様からの多大なるご支援とご協力の
賜物と、心より感謝申し上げます。
今後も引き続き努力を重ね、再びこのような栄誉を
頂けるよう精進してまいりますので、変わらぬ
ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

最近、息子が野球を始めました。私自身も野球経験が

あるので、息子の姿を見ているととても嬉しく、つい

「あれもこれも」と教えたくなってしまいます。ただ、

あまり口を出しすぎると息子が嫌がるのではないかと

心配になることも。優しく見守りながら、後ろから

そっと支えてあげられるような大人でありたい――

そんなふうに思う今日この頃です。

ＫＳコボット
株式会社 国元商会

板ガラス代替材料〈不燃シート〉を用いた防煙垂壁。
透明で且つ軽量で割れず飛散しない、
事務所、工場、商業施設などに、
より安全性の高い製品です。

防煙垂壁パラスモークＳ
パネルタイプ

神栄ホームクリエイト 株式会社神栄ホームクリエイト 株式会社

地震等で万が一落下した場合でも、不燃シートは
従来のガラス製とは異なり、破損せず二次災害を防ぎます。

透明不燃シート製防煙垂壁｢パラスモークＳ｣と
板ガラス製防煙垂壁の比較

パラスモークＳ
パネルタイプ

全　厚
質量（Ｍ）
全光線透過率

工　法

6.5 ～ 6.8mm
635g

90.3％以上

乾式工法  差込式

6.8mm
約 9～ 10kg
100％
湿式工法

コーキング留め

板ガラス製
防煙垂壁

パラスモークＳ　パネルタイプ

★質量が 1/10 以下
★軽量で持ち運びがら楽
★現場でのサイズ加工可能

不燃認定取得済み不燃認定取得済み

オールステンレスの一枚板をプレス加工した、
独自の丸味のあるフォルムの耐震金物。

地震のゆれに建物が
ゆれて耐えるという、
歴史建造物に見られる
日本建築の特性をサポートする
「柔構造」の三次元耐震補強金物です。 

「安全・安心」の
信頼度の高さから
重要文化財をはじめ、
歴史的建造物の
耐震補強にも採用。

国土交通大臣認定
FRM-0076
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